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「あいくる」でこんなことをやってみたい！と思ったら
自由通路「あいくる」を利用するにあたっては、法令などにより一定の条件があります。
「あいくる」のご利用を希望される方は、まず一度ご相談ください。

　▲手稲ふれあいフェスティバル

　手稲区の保健・福祉・医療団体からなる
実行委員会の主催で、専門員による健康や
介護に関する相談コーナーの開設や、血
圧・体脂肪測定コーナー、福祉機器の展示
などを行い、多くの区民が訪れました。

　▼夏休み「あいくる」こども劇場

　紙芝居や腹話術など、子ども向けの活動
をしているグループが主催し、大型紙芝居
やホワイトボードを使ったパネルシアター
が行われました。
　子どもたちは真剣なまなざしを向け、一
緒に歌を口ずさむなど楽しいひとときを過
ごしていました。

　　▲「あいくる」５周年記念

　「あいくる」の誕生５周年を記念して、
ＪＲ北海道と手稲区役所が記念イベントを
開催しました。
　区内で音楽ボランティアとして活動して
いるグループによるミニコンサートも行わ
れ、通行中の人たちも足を止め音楽に聞き
入っていました。

　　　▼かんきょうっていいね！

　手稲区内で、環境活動に取り組んでいる
団体が主催し、新聞の折り込みチラシで作
る「リサイクルかご作り」や、子ども向け
に環境対策や除雪をテーマに制作した紙芝
居を上演。また、ごみ減量のための工夫な
ど、子どもでも簡単にできることを詳しく
説明し、質問にも答えていました。

っ て ど ん な と こ ろ ？

　手稲駅の南口と北口を結び、南北のまちの架け橋となっている自由通路「あ
いくる」をご存じですか？
　ここは、ただの通路ではなく、人々が行き交い、情報交流・活動発表のス
ペースとして、手稲のにぎわいの拠点としての役割があります。
　今回は、「あいくる」が誕生するまでと「あいくる広場」の活用事例につい
てをご紹介します。　

市民参加でつくられた「あいくる」では、
いろいろな活用が進んでいます！

市民活動団体など、市民の皆さんが主体となり、いろいろな催しが行われてきました。

★自由通路「あいくる」ができるまで！
　手稲区の「顔」であるＪＲ手稲駅周辺の混雑が、まちづくりを進める上での大きな課題となっていました。
　平成５年（1993年）札幌市では、手稲駅周辺地区を地域中心核とし、これにふさわしい機能を持った魅
力的な地域にするため、駅の南北をつなぐ自由通路の整備を行うこととしました。
　ＪＲ北海道では、この事業に併せて、駅舎の高架化やホームの改良を行うこととしました。　

★愛され親しまれる自由通路に！！
　新たにつくられることとなった自由通路は、地域から愛され親しまれる施設とするため、住民の意見を取
り入れながら進める「ワークショップ」方式で整備されることとなりました。
　これは、いろいろな考えを持つ人々が協働して創造的なアイデアを出し合いながら計画していくというも
ので、札幌市が行う大規模施設の整備では初めての試みでした。
　平成８年（1996年）公募により集まった25人の区民により、「手稲の新しいシンボルを作ろう」「体の不
自由な方やお年寄りも安心して使えるように」「街の情報をいろいろ知ることができるようにしたい」「自由
通路に親しめる名前を付けたい」など、さまざまな意見が出されました。

★憩いとにぎわいの場「あいくる」誕生！！！
　これらの提案を受けて建設の始まった自由通路。
　オープンまで一年足らずとなった平成13年（2001年）７月には、公募により愛称が「会い」「愛」「来る」
などの意味を込めて「あいくる」に決定し、平成14年（2002年）年５月には、完成記念式典が行われました。

▲「あいくる」のシンボル・モニュメント
　　　  「雪だるまをつくる人」
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